
小比類巻貴之さん 特別講演会 

平成25年5月23日 

平成25年5月22日（水）に行われました「小比類巻貴之さん 特別講演会」を、当社の 
取締役社長 兼 プロデューサー中矢誠一、アドバイザー鈴木忍がブランディングいたしました。 
今回は、「若手社員の心のスイッチを入れませんか？」をテーマに1時間半にわたり、 
特別講師としてお話しいただきました。 

記 

＜特別講師紹介＞ 
小比類巻貴之/元K-1ファイター 
K-1WORLD MAX日本代表トーナメントでは、史上最多
の3度優勝実績を誇る。2003年にはキックボクシングISKA
世界S・ウェルター級王者の座に輝く。 

練習で自らを強く追い込む姿勢から「ミスターストイッ
ク」というニックネームで多くのファンに愛される。 
 

現在は、主催する小比類巻道場で「生命力の強い人間に
なって欲しい」というメッセージのもと、多くの子供たち
に格闘技を教え、企業の若手社員向けにも積極的に講演を
行っている。 

＊セミナー概要＊ 
＜プログラム＞ 

・新しい環境下のストレスに勝つ方法 

・自分を信じるための頑張り方 

・若手社員へのエール        etc 

＜ 開 催 日 ＞平成25年5月22日（水） 

＜開催時間＞16：30～18：00 

＜会  場＞新都市ホール 

＜定  員＞300名 ※1社10名まで 

＜ 参 加 費 ＞無料 

＊主催企業紹介＊ 
トーマツイノベーション株式会社 

2006年、業界初の定額制社員研修サービス
「イノベーションクラブ」を立ち上げる。 

以来、業界のリーディングカンパニーとし
て6000社の企業、延べ100万人以上の社員
がイノベーションクラブの社員研修に参加
している。各種メディアで「日本一の人材
育成会社」と紹介されている。 

株式会社 エスプライド 



 これまでに様々な方の講演会に参加してきましたが、今までで1番自分の心にストレートに入ってきました。
何か1つのことを長期間やり続け、自らの力で成果を収めた人の言葉というのは説得力があり、心を動かされま
した。 

 講演の中で特に印象に残ったのが“痛みなくして成長はない”という言葉です。 

格闘家の方なので、物理的な痛みから気付かされる事が多かったと仰っていましたが、 

それをビジネスに置き換えると、様々な失敗や挫折（痛み）なくして成長はないと言えると思います。これまで
の2ヶ月で多少の失敗などはありましたが、まだまだ痛みと言えるほどの経験をしていません。これから仕事を
していく中で、たくさんの失敗を経験し、時には 

挫折を味わいながら、その痛みと向き合いながら、成長を繰り返していこうと思います。 

この度の講演で、小比類巻さんはキックボクシングにおいてもビジネスにおいても、重要であるものを 

３つ掲げて、お話をされていました。 

  

●一つ目は、【痛みに向き合う】こと 

過去に鼻の怪我があり、その怪我がなければ今の自分の姿はないかもしれない。 

格闘家にもなっていなかったかもしれない。というお話が、今現在の自分にとっての痛みとは何であるかを 

考えさせられました。 

  

●二つ目は、【準備をする】こと 

キックボクシングでは相手の研究をすることによって、自分が今何をどのくらいしなければいけないのかがはっ
きり見えてくるそうです。そこで考えたことは、今の自分にとっての準備とは何かを考えさせられました。 

  

・仕事においての目標設定 

・人生においての目標設定 

・私生活においての目標設定 

  

これらの目標を明確にしたうえで、達成のためには何をどのようにやらなければならないのかをはっきりさせた
上で、そのプロセスを細かく計画しなければなりません。 

また、何よりもその目標は、達成できて当たり前という考え方を持ち続けることが大事であると教わりました。 

  

●三つ目は、【感謝の心】 

人は、準備には100％の力を発揮させることはできますが、そこに感謝の心を持つことで、 

100％の力を120％にすることができるそうです。感謝は武器になるという言葉がとても印象に残りました。 

 

今の自分があるのは、両親・家族・高校の先生・部活で関わった選手や保護者の方、同期メンバー・社員の
方々・友人など携わった人全ての人のおかげであり、その人たちへの恩返しをするような気持でいることが自分
のモチベーションを高めることに繋がるということに改めて気付かされました。 

  


